特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　2月7日　　446号
第30回記念東北大震災復興支援京都木津川マラソン大会　前日・後日が雨天、当日が貴重な晴天で大成功　
前日の降雨がうそのように晴れ上がり少し気温が高めを除くと絶好の冬日和、素晴らしい条件のもとに開会を迎えました。宇治田原町の太鼓サークル「萌」のオープニング演奏、山西哲郎群馬大学教授による準備体操、実行委員長の開会挨拶、石井明三京田辺市長や穀田恵二衆議院議員の祝辞に続きフルマラソン出場の奈良県御所市の名倉司さんの選手宣誓、審判長の注意があって10時にフルマラソン、続いてハーフマラソン5km、3km、ファミリーと元気よくスタートしました。
　
●5280人の申込を受付けましたが、出走者は4500人となりました。ゴールしてきた完走者の笑顔が大きくはじけていました。また、「スタッフのみんながほほ笑んで作業を進めておられたのが印象的だった」と初参加者の声が多くありました。山西先生は「大規模マラソンがもてはやされている時代だが、そこにはこんなやさしいアットホームな雰囲気は全く感じられない、この木津川の大会は選手もスタッフも一体になれる心がいやされる優しい素晴らしい大会だ」とおっしゃっていました。この日のボランティアは750人で大きな事故も無く午後6時30分に終了出来ました。最終ランナーは、昨年に比べて2時間も速くゴールされて、久々に早く片付けに取り掛かることができました。何よりも後片付け時には寒くて冷たくてつらいのですが、今年は時間も早く取り掛かれて、指が凍えることなくどんどん作業が進められました。
●里山の会は62名のスタッフが大会の屋台骨として大奮闘をしました。里山の会員で初めてのスタッフとして取組んで戴いた皆さんは、一人で何役（カラーコーン並べ、焚き火、受付、スタート補助、エイドスタッフ）も受け持つことになって大変だったと驚いておられました。もう少し人数に余裕が必要だと感想がありました。
翌日・翌々日の後始末にも20人の協力　翌日の後始末は雨の中での作業となりました。それでも10人のみなさんが連日の疲れも見せずに9時30分に勢揃いでした。仮橋の撤去、全コースの白線消却、距離表示看板やサイクリングコースの通行自粛願看板や横断幕の撤去、会場の備品運搬、そして周囲のゴミ拾い、案内看板や大小便禁止看板などの撤去を手際よく整理進行しました。そして難物の倉庫への収納作業も段取りよく終了しました。本当に連日連夜御苦労でした。ありがとうございました。
●特に苦労する作業は、石灰で白線を引いたコースのガイドラインの焼却作業です。タイルをみがき用の刷けタワシで力を入れてブラシでそぎ落としをする作業は水をかけながらなので毎年のことながら大変です。また駐車場の仮設橋は頑丈にできているので撤去は、非常にもったいない思いがしました。
●翌々日はテントや杭などの整理が残っていました。備品の撤収と小物備品と80ｋｇある大型のブルーシートの折り畳みや運搬でした。全部の道具の収納が完了したのは16時30分でした。　
●思わぬハプニング　今回は誰もが予想していなかった車上あらしや置き引き等が発生したことです。それぞれ参加者のみなさんの車が駐車場で、被害があったことです。警察に通報して警官に来ていただきました。他のマラソン大会でも近頃こうした被害が発生しているようです。今後貴重品などの車中への放置をせず、できるだけ自己防衛しなければなりませんね。
●付近の茶畑への大小便の見張り3人体制で実行　もちろん注意看板も十分設置して臨みましたが、報告では、10人の人に注意と声掛けをしたとありました。特に滅多にないだろうと考えていた受付場所に隣接する茶畑には、かなり迷惑をおかけしたのではないかとの連絡がありました。これまでは不法駐車対策に力点を置いてきましたが、次回には更に注意を払わなければならないと思います。
●翌日の新聞報道では、朝日　読売　京都　ラクナンタイムスに掲載して戴きました。　
近畿子どもの水辺交流会　9日（土）10：00～15：00　大阪市天満橋　ドーンセンター　里山の会木津川子ども部会の発表
大勢の応援のお越しを待っています。　近畿2府4県の水辺の子どもたち30団体が1年間の水辺での活動を発表し学び合い交流を図ります。2順目の初会です。企画や進行は若者たち青年たちが進めます。大いにご期待下さい。閉会では水宣言をまとめます。
炭焼き体験学習参加者募集　16日（土）　10：00集合　普賢寺小学校　　9：30集合　三山木駅　
初日には大木10本程度の伐採を行い1.1mの長さに切りそろえました。この原木を炭窯に詰め込み、着火します。そして頃合いを図って、酸素の供給を止めて炭化を進めます。約7日後に窯の温度が下がり炭の窯出しとなります。二日目の急所は、出来るだけ隙間なく詰め込み、煙の色を判断する時期がポイントです。原木1.5ｔが窯に詰め込みます。
木津川展　16日（土）10時から　展示物掲示作業　木津川流域センター（木津川市山城町・開橋東詰め　南側）
昨年に引き続き多くの団体のご参加出展が予定されています。木津川は豊かな野鳥の宝庫ですので野鳥に関する立派な作品が揃っています。他に魚や水質、河床低下問題等観察調査の結果が楽しみです。その他木津川の沿川の歴史や暮らしに係わる展示物にもご期待下さい。御近所、ご友人をお誘いいただいてご観覧ください。
里山展　19日（火）　10時：作品展示作業のお手伝いおねがいします。　12時終了　短時間で完成させなければなりません。
絵画サークルによる里山の絵が楽しみですね。場所は京田辺市中央図書館です。ご来場をお待ちしています。
第17回自然と環境講演会　
3月2日（土）13時開場　
京田辺市中央公民館　
講師・・渡辺信夫氏
立命館大学講師
演題　　「TPPと暮らしと自然」
農業への壊滅的な打撃、医療や福祉施策への影響が心配されます。
やましろ農協や医療関係者から問題提供がされています。
その中身を知って日本国民の選ぶ道筋を学びましょう。
